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■平成２７年度 関西フェニックスの会の例会開催 

９月５日（土）に、広島大学関西フェニックスの会の例会が新大阪ステー

ションホテルアネックスにおいて開催されました。   

（総会 11:30～12:00   講演会 12:10～13:00  懇親会 13:10～15:00 ）                    

  

  まず総会の開会にあたり、豊髙会長から開会の挨拶がありました。続いて議事に入

り２７年度役員の選任、新規会員加入・会員数の状況、平成２６年度事業実施報告お

よび平成２７年度事業計画案について説明・報告があり、いずれも異議なく承認され

ました。 

このあと、江坂グローバルキャリアデザインセンター長（副学長兼務）から、平成

２６年度卒業生の学部･大学院別就職状況、関西地区への就職者の状況ならびにグロ

ーバルキャリアデザインセンターの活動状況について報告がありました。 

最後に、校友会の飛田校友会局長から、校友会の活動状況、広島大学基金および寄

附の協力について説明がありました。また来る１１月７日（土）に開催されるホーム

カミングデーへの積極的な出席・参加のお願いがありました。総会終了後、講演会、

そして懇親会（出席者２６名）へと移りました。 

 

１．２７年度役員の選任 

  下表のとおり、１１名の役員が選任されました。１１名の内、丸岡副会長が本年３

月に逝去されたことに伴い、西谷幹事が新副会長に、また鈴木・平川氏が新たに幹事

に選任されました。残りの９名は再任となりました。 

 



№ 役職等 氏  名 
卒業・修了 

（年度） 

１ 会 長 豊 髙   勝 
工学研究科 

（昭和４６年度修） 

２ 副会長 中 村 隆 廣 
工学部 

（昭和５６年度卒） 

３ 副会長（新） 西 谷   寛  
水畜産学部 

（昭和５３年度卒） 

４ 幹 事 斉 藤 武 志 
政経学部 

（昭和３９年度卒） 

５ 幹 事 井 上 健 一 
政経学部 

（昭和４３年度卒） 

６ 幹 事 時 永 賢 治 
政経学部 

（昭和４３年度卒） 

７ 幹 事 岩 井 宏 陸 
教育学部 

（平成１９年度卒） 

８ 幹 事 田 寺 和 德 
教育学部 

（昭和４５年度卒） 

９ 幹 事（新） 鈴 木 秀 男 
農学研究科 

（昭和４８年度修） 

10 幹 事（新） 平 川   修 
政経学部 

（昭和５４年度卒） 

11 監 査 波多野   裕 
学校教育学部 

（昭和４３年度卒） 

 

２．平成２７年度事業計画について 

      （＊平成２６年度事業計画については、ほぼ計画どおり実施した。） 

（１）会議・行事 

・定例役員会         平成２７年 ９月 ５日（土）  11:00～11:30 

・例会（講演・懇親会含む） 平成２７年 ９月 ５日（土）  11:30～15:00 

・ホームカミングデー     平成２７年 11 月 ７日（土）  10:00～17:00 

・定例役員会          平成２８年 ２月 27 日（土）  12:00～14:00 

・就活支援バスツアー     平成２８年 ３月 ６日（日）  18:00～20:00 

卒業生との懇談会 



（２）主な実施事業 

① 教育目標達成に係る事業 

広島大学グローバルキャリアデザインセンタ－ 森 教授の授業「職業選択と自

己実現」に講師を派遣し、後期に講義を担当する。 

 

② 募集力アップのための事業 

６月２８日（日）に、入学センター主催の広島大学説明会（神戸会場）にボラ

ンティアで出席し、高校生や保護者からの進路等の個別相談に応じる。（＊今年

度、豊高会長、西谷副会長が出席） 

   ③ 就職活動支援事業 

    関西就活支援バスツアーの参加学生と卒業生との懇談会実施を支援する。 

   （後輩を励ますため、会員、広大卒業生の積極的な参加を呼びかける。） 

④ キャリアアップ支援事業 

      公開講座等における講演の実施  

（今年度はグローバルキャリアデザインセンター副センター長、相田美砂子教授

による講演実施） 

⑤ 会員相互の親睦・教養の向上推進事業 

例会を開催し、会員相互の親睦を深める。 

⑥ 母校訪問事業 

１１月 7日（土）開催のホームカミングデーへの積極参加 

⑦ 会報発行事業 

メ－ルマガジンを継続して発行する。 

⑧ 会員拡大の取り組みについて 

    現在の会員数８１名、引き続き、各会員による学生時代のクラブ、サークル，

学部の同窓会での呼びかけ等を通じて、会員拡大に努める。 

 

３．講演会  

「広島大学の大型プロジェクトと若手人材養成の取組み」 

講師：広島大学グローバルキャリアデザインセンター 副センター長、 

副学長（大学経営企画担当）、大学経営企画室長、大学院理学研究

科教授 

                     相田 美砂子 教授    

（プロフィール） 

  1979 年 3 月 お茶の水女子大学大学院理学研究科化学専攻修士課程修了。1986 年理学博士（東京工

業大学）。1979 年より国立がんセンター研究所研究員（1988～91 年米国 IBM に研究留学）。1998 年 10

月広島大学理学部教授。2000 年 4 月広島大学大学院理学研究科教授。学生に量子化学を教え、生体系



や溶液系の理論化学的研究を推進。2003 年に新興分野人材養成のプロジェクトを開始して以来ずっと

博士人材育成のプロジェクトを担当。2007 年に女性研究者支援のプロジェクトを担当して以来ずっと、

女性研究者支援や男女共同参画を推進。2007 年から副理事（男女共同参画担当）や学長補佐（競争的

資金担当）等に携わる。 

 

広島大学の最近の大型プロジェクトや、これからの若手研究者の養成をどのようにし

ていくべきかについて、分かりやすく話をされ、大変好評でした。 

 

（講演概要） 

まず広島大学では現在、「スーパーグローバル大学創生支援事業」や「科学技術人材

育成のコンソーシアムの構築事業（次世代研究者育成）」等の国の重要な事業が採択さ

れ、これは全国的に見ても特筆すべきである。 

若手研究人材の養成の事業は、平成２１年度から実施しているが、目的としては、男

女を問わず、専門分野の知識だけではなく、視野の広い、幅広い知識とコミュニケーシ

ョン能力を身に付け、新しい分野に挑戦する人材の育成であり、企業や研究開発機関等

とマッチングさせるシステムの構築である。 

具体的には、連携機関である企業等にインターンシップとして、博士課程後期学生や

若手研究員を派遣することであり、企業への派遣の成果を例として挙げるならば、社会

人としての心構えや研究職以外の可能性を実感できたこと等である。平成２１年度から

２５年度までの５年間の取組みで多くの若手研究人材の養成を行ったが、産業界に２７

人送ることができた。これは当初の目標値１４名を大きく上回るもので、国からは「Ｓ

（所期の計画を超えた取組みが行われている）」と大変高く評価された。 

平成２６年度からは、「科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業（次世代研究

者育成）」が採択されたが、これは山口大学・徳島大学を共同実施機関としつつ、国公

私立大学や企業、公的研究機関と連携して行う。具体的には、２か月以上の博士人材の

企業等へのインターンシップであり、実施に当たり派遣者への月額支援や交通費等も支

出し、連携機関の負担を軽減している。関西フェニックスの会会員の方々にも、賛同い

ただけるようであれば、ぜひ連携機関となる企業等を御紹介いただきたい。 

 また、広島大学は「研究大学強化促進事業」に選定され、今後１０年間、研究力強化

の取組について年間３億円の支援を受けることになった。さらに、「スーパーグローバ

ル大学創成支援」においてもトップ型に選定され、今後１０年後、世界トップ１００位

以内の大学を目指している。 

他にも広島大学をより良くする様々な取組を行っており、引き続き、皆様からも御支

援・御助力をお願いしたい。 

 



  

 

４．懇親会 

  豊髙会長の挨拶があり、江坂センター長の乾杯の音頭で、懇親会が始まりました。

和やかな雰囲気で話が弾むなか、参加者の自己紹介・近況報告も行われるなど、会員

相互の交流を一層深めました。 

最後は、中村副会長の音頭による一本締めで、関西フェニックスの会および会員の、

今後益々の発展、活躍を祈念して閉会となりました。 

 

（懇談風景） 

 
   



 

■ Ｈ２７年９月５日（土） 平成２７年度第 1回定例役員会開催 

      （例会前に開催 １１：００～１１：３０ ） 

出席者：豊髙会長、中村・西谷副会長、斉藤・井上・時永・田寺・鈴木・平川幹事、

西川・松水顧問 

（事務局）江坂グローバルキャリアデザインセンター長、豊島グループリー

ダー、旭爪、田中主査 

（審議事項） 新役員の選任、新規会員３名の加入を承認。その他、総会承認事項の

確認および事業計画に関わる事項について意見交換を行いました。 

（その他）これまで、本会に御尽力された故丸岡副会長に対して、哀悼の意を表して

黙とうを行った。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

（事務局より） 

  

   2７年度例会も会員の皆さまのご協力で無事開催することが出来ました。 

  心から感謝申し上げます。 

2７年度事業計画にも記載しておりますが、今後、行事が予定されていま 

  す。ご参加、ご協力を何卒宜しくお願いいたします。 

 

○  平成２７年１１月 7 日（土）東広島キャンパスで、開催される 

ホームカミングデーに、是非ご参加下さい。 

     １４：００ 講演会  １５：３０ 懇親会 

詳細は校友会のホーム-ページをご覧下さい。  

 http://www.hiroshima-u.ac.jp/koyukai/ 

                                                                       

 

○ 就活生と関西在住の卒業生等との懇談会を今年度も開催します。 

    約 100 名の就活生が参加予定ですので、会員以外の卒業生にも 

お声掛けをして頂き、多数の卒業生のご参加をお願いします。 

 

日 時：平成２８年３月 6 日（日）１８：００～２０：００ 調整中 

場 所：大阪市内（会場等は未定ですが、詳細が決まりましたら、 

またご案内します。） 

                                                                       

 



○ 引き続き会員拡大へのご協力を！ 

    関西地区に在住の広島大学卒業生への加入勧誘を引き続きお願い 

申し上げます。 

＜申込書等は、添付の勧誘チラシをコピーしご活用ください。＞ 

 

今回は、３名が会員になって頂きました。ありがとうございます。 

（相田美砂子様、田中道裕様、森本豊文様） 

 

 

「広島大学関西フェニックスの会」は、関西在住の広島大学の卒業(修了)生が、異業種交

流を進めるとともに、広島大学の広報や学生の就職活動等を応援するために、広島大学の

教職員や卒業(修了)生との連絡を密にして、相互の理解を深め、広島大学の事業活動をボ

ランティア的に応援する組織として活動することを目的として、平成２０年１２月６日に

設立されました。 

上記の目的を達成するためには、広島大学の卒業(修了)生が広島大学の教職員や在学生と

の交流を促進することが不可欠なことから、本会の事務局を担当するグローバルキャリア

デザインセンターが広島大学の事業活動に関する最新情報や、卒業(修了)生の皆さんの活

動をご紹介し、お互いに情報交換していただくことを目指して、メールマガジン｢関西フェ

ニックス通信｣を発行しています。会員及び関係者の皆さんのご理解とご協力をお願い申し

上げます。 

【お問合せ先】 

広島大学関西フェニックスの会事務局 

東広島市鏡山１－７－１ （〒７３９－８５１４） 

広島大学グローバルキャリアデザインセンター気付 

ＴＥＬ：０８２－４２４－６９８６  ＦＡＸ：０８２－４２４－６９８９ 

E-mail：career-group@office.hiroshima-u.ac.jp 

URL:http://www.hiroshima-u.ac.jp/kansai-fc/ 

 
記念樹：プラタナスの木 

 

次ページの２枚は勧誘チラシです。両面で印刷し、会員拡大にご協力下さい。 

http://www.hiroshima-u.ac.jp/kansai-fc/


＜広大校内にフェニックスを記念植樹＞ 

 

○活動目的：①母校の応援（母校イベント参加、学生就職支援、 

大学授業の講師派遣、企業情報の提供等） 

②卒業生の交流、卒業生への支援等 

○入会条件：広島大学卒業生及び広島大学職員・先生等 

○入会費、年会費等：無料   ○事務局：広島大学キャリアセンター 

○現在の会員：約８０名    ○活動開始：Ｈ２１年（２００９年） 

○加入手続き：下記申込書で送付又はホームページ（http://www.hiroshima-u.ac.jp/kansai-fc/） 

より加入申込書をダウンロードし事務局に送付⇒役員会にて承認 

＜この様式で申し込みください＞ 

本会への入会をご希望の方は、上記の加入申込書を、下記事務局に郵送していただくか、電子メール又はＦＡＸでお

送りください。＜ＦＡＸ：０８２－４２４－６９８９ 又は E-mail： career-group@office.hiroshima-u.ac.jp＞ 

【加入申込書の送り先】 

 広島大学関西フェニックスの会 〒７３９－８５１４ 東広島市鏡山１－７－１  

広島大学グローバルキャリアデザインセンター気付 

「広島大学関西フェニックスの会」加入申込書 

御 氏 名  電  話       －      － 

御 住 所 〒 Ｆ Ａ Ｘ       －      － 

E－ｍａｉｌ  
勤 務 先

等 
 

卒業・修了（学部・研究科及び年月）             学部・研究科、 昭和・平成      年   月卒業・修了 

在学時所属のクラブ、サークル名等  

同窓会等その他の活動・現況報告 

（差し支えなければ、退職前の勤務先

等も記載ください。） 

 

 

 

 

http://www.hiroshima-u.ac.jp/kansai-fc/
mailto:career-group@office.hiroshima-u.ac.jp


 

広島大学・関西フェニックスの会の“６つの特徴” 

 

 

①関西地区に発足した広島大学で初の全学部対象の集まり 

⇒総合大学の特徴を活かし、学部を超えて異業種交流が可能  ＜異業種交流の場＞ 

②懇親が主目的ではなく、母校応援の活動を行う集まり 

⇒懇親目的の同窓会とは異なり、活動を通じての世代間交流が可能 

 入会金・年会費は無料                  ＜世代間交流の場＞ 

③Ｈ２１（２００９）年新発足以来、具体的支援活動を実行し展開中 

・関西地区企業に就職希望の学生との交流会（毎年３月頃） 

・神戸での広島大学入試説明会への参加支援（毎年６月頃） 

・広島大学キャリアデザイン講座への講師派遣（毎年１回） 

 ⇒後輩達への具体的支援で役立ちを実感することが可能     ＜相互感動の場＞ 

④例会及び広島大学先生の講演会の同時開催を毎年実施（毎年９月頃） 

⇒会員の相互交流と、暮らしに密着した広島大学の研究成果の新しい知見を 

学ぶことが可能              ＜会員相互交流・新知見学習の場＞ 

⑤イベント参加は強制的でなく、ボランティア活動のスタンスで 

⇒各個人が主体的に自らの時間を拠出して関与し、会員全員の協力で成果を 

上げ、喜び・楽しみを共有することを基本に活動    ＜主体的に絆を繋ぐ場＞ 

⑥広島大学に事務局を置き、会員も広島大学卒業生・職員・先生で構成 

 ⇒長期視点で継続的に広島大学を応援する組織として、 

大学側の熱意と母校愛あふれる卒業生で構成される、関西地区に根差した組織 

                     ＜長期視点の拠点ボランティア組織＞ 

 

 

 


